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【別紙】 

 

三沢市教育委員会 令和元年度 ８月定例会 議事日程 

 

第１ 開会 

 

第２ 会議録署名委員の指名 

 

第３ 会期の決定 

 

第４ 前回会議録の承認 

 

第５ 議事案件 

 議案第７号 令和元年度三沢市文化賞等表彰候補者の選考について 

 

第６ 報告案件 

 報告第４号 堀口中学校体育館等一般利用者の車両破損について 

 報告第５号 三川目小学校教職員住宅の用途廃止について 

 報告第６号 令和元年度全国学力・学習状況調査の結果について 

 

第７ その他 

 

第８ 閉会 
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開会  １３時０６分 

                   

○日程第１ 開会 

 

■冨田教育長 

出席委員は定足数に達しておりますので、委

員会は成立いたします。 

ただ今から、令和元年度８月定例教育委員会

を開会いたします。 

それでは、お手元に配付してある議事日程に

より、会議を進めます。 

 

                   

○日程第２ 会議録署名委員の指名 

 

■冨田教育長 

会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、立花委員と相沢委員を指

名いたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

                   

○日程第３ 会期の決定 

 

■冨田教育長 

会期についてお諮りいたします。 

会期は、本日２９日の１日でよろしいでしょ

うか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 それでは、本日の１日といたします。 

 

                   

○日程第４ 前回会議録の承認 

 

■冨田教育長 

前回会議録の承認についてお諮りいたしま

す。前回の会議録は、お手元に配付しておりま

すが、会議録のとおり、承認してよろしいでし

ょうか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、承認といたします。  

 

                   

○日程第５ 議事案件 

 

■冨田教育長 

 議事案件に移ります。 

 議案第７号 令和元年度三沢市文化賞等表

彰候補者の選考についての議案は、個人情報が

含まれる案件でありますので、先例により、非

公開として別室審議といたしたいと思います

が、よろしいでしょうか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、非公開として別室

審議といたします。 

  

                   

○日程第６ 報告案件 

 

■冨田教育長 

 続いて、報告案件に移ります。 

 報告第４号 堀口中学校体育館等一般利用

者の車両破損についての報告は、個人情報が含

まれる案件でありますので、こちらも先例によ

り、非公開として別室での報告といたしたいと

思いますが、よろしいでしょうか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 ご異議ございませんので、非公開として別室

審議といたします。 

  

 次に、報告第５号 三川目小学校教職員住宅

の用途廃止についてを議題といたします。 

 事務局より説明をお願いします。 

 

■教育総務課長 

 報告第５号、三川目小学校教職員住宅の用

途廃止について報告いたします。 

お手元に配付しております資料をご覧く
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ださい。 

 はじめに教職員住宅の概要についてご説

明いたします。 

 １所在地は、大津４丁目１２番３３５と同

１２番４１７の２筆のところにあります大

津保育所の北東約１００ｍ、漁港北側進入路

につながっている道路沿いです。 

 ２所在財産は土地２筆 合計４３４．４６

㎡、約１３１．７坪です。建物は木造平屋建

て１棟、延床面積８１．９８㎡、約２４．８

坪、建築年度は平成１０年度です。 

 次に３用途廃止の理由と、４廃止後の方針

ですが、第２次三沢市行政経営推進プラン及

び三沢市公共施設等総合管理計画の中で、健

全な財政運営の確保、利用率の低い施設の利

用の見直し、廃止や売却等を検討するとして

いることから、教育委員会が所管している教

職員住宅の中で、近年入居者もなく今後も修

繕や維持管理費に費用も掛けられないこと

から、財産の有効活用を図るため、今回用途

廃止を行い、売却をするものです。 

 以上でございます。 

  

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 ただ今の報告に対し、委員からご質問等ござ

いますか。 

 

■立花委員 

 他の教職員住宅には、何年位住んでいないの

でしょうか。 

  

■教育総務課長 

 平成２５年まで教員の方が住んでおりまし

たが、それ以降は、空き家になっておりまして、

三沢小学校の児童館の増設工事の際に、一時的

に児童館として使用されていましたが、その後

の使用はありません。 

  

■相沢委員 

 教職員住宅の確認ですが、現在その他に教職

員住宅は何棟あって、活用の様子はどうでしょ

うか。 

  

■教育総務課長 

 現在のところ、台帳上では、他に３棟ありま

して、その内の２棟に２名のＡＬＴがお住まい

になっており、他には第五中学校にあります。

第五中学校も長年使われておらず、現在は物置

として活用しております。 

  

■冨田教育長 

 その他、ございますか。 

 （「なし。」との声あり） 

 それでは、ないようですので、報告第５号 

三川目小学校教職員住宅の用途廃止について

の報告は終わりといたします。 

  

 次に、報告第６号 令和元年度全国学力・学

習状況調査の結果についてを議題といたしま

す。 

 事務局より説明をお願いします。 

  

■学校教育課長 

 報告第６号 令和元年度全国学力・学習状況

調査の結果をお知らせいたします。 

 この調査は、令和元年４月１８日に行われ、

小学校６年生と中学校３年生を対象に毎年実

施しているものです。 

 例年、国語と数学の調査を行っておりました

が、今回初めて中学校の英語が加わったのが特

色となっております。特に英語の話すこと調査

においては、パソコンを使って調査をするとい

う新しい試みとなっております。 

 調査結果は、小学校の６年生では、全国比で

国語が１１６、算数も全国平均を上回っており

ます。中学校３年生は、昨年度、数学が一部全

国平均より少し下回った部分もありましたが、
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今年度は、整数値で全国比１００となっており

ます。細かく見ると、全国が５９．８、三沢市

が６０となっており微妙に全国を上回ってお

ります。また、英語の話すこと調査は、１１０

で大きく上回っております。調査では、全国比

がプラスマイナス５までは、概ね全国と同程度

とみなしておりますので、それより上回ったと

いうことなります。 

 質問紙による調査については、児童生徒の学

校や家での勉強や生活の様子について質問し

たものです。そこに５つほど質問内容を抜粋し

て掲げておりますが、子供の自己肯定感、将来

の夢、家庭学習、人と関わって学ぶこと、活用、

活用というのは、単なる知識や理解だけでなく、

その得られた知識を活用するという意味です。

これらの質問に対して、望ましいと思われる回

答をした児童生徒の割合が、ほとんどの項目で

全国比を上回っております。これは、児童生徒

が単なる知識や理解だけではなく、これからの

変化の激しい社会を生き抜くために必要とさ

れる生きる力等を意識した教育を進めている

ことが、結果として表れていると捉えておりま

す。 

 次に、教科に関する調査と質問紙調査の関連

については、教科の成績と質問紙の調査の関連

を調べたところ、全国的にも質問に対し、「し

ている」あるいは「どちらかといえばしている」

と肯定的な回答をした児童生徒は教科の正答

率も高いことがわかっております。 

 今後に向けては、各学校で、児童生徒の学習

に対する意欲を高め、人と関わりながら、身に

付けた、知識・技能等を実社会や実生活の様々

な場面に生かす「活用力」の向上を目指すとと

もに、新学習指導要領に向けた授業づくりを進

めています。今後もこの取組を継続し充実させ

ていくために、家庭や地域と連携して、児童生

徒の家庭学習の一層の習慣づくりを推進して

いきたいと考えております。  

 以上でございます。 

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 ただ今の報告に対し、委員からご質問等ござ

いますか。 

  

■本江委員 

 全国平均より高いのはわかりましたが、学校

教育課長から見て、三沢市の子供たちが、以前

より伸びてきているのか、それともちょっと下

降気味なのかというところはどうでしょうか。 

  

■学校教育課長 

 国の調査は、国語と数学で限定的な教科のた

め、青森県学力学習状況調査で、小学校では４

教科、中学校では５教科となっておりますので、

そちらを指標としています。その調査によりま

すと、小学校も中学校も過去５年間上昇を続け

ております。 

  

■冨田教育長 

 その他、ございますか。 

  

■黒沢委員 

 質問というよりは感想ですが、保護者の方々

はお勉強が出来たらいいと、すごく曖昧に願っ

ていると思いますが、ただもうひとつ子供が幸

せであることも願っていると思います。今回も

「自分にはよいところがありますか」という質

問には、小学生は９割、中学生は８割に近い子

供が「よいところがある」と答えていることは、

大変嬉しいことだと思います。ただし、その残

りの１０人に１人の子供たちは「どちらかとい

えば当てはまらない」若しくは「当てはまらな

い」と回答した子供が、小学生でも１０人に１

人いるということに目を向けていただきたい

と思います。ただ、大枠としての質問紙調査の

結果は私としては、喜ばしいことだと思いまし

た。 
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■学校教育課長 

 その他、ございますか。 

  

■相沢委員 

 私も、感想になるかもしれませんが、全国比

でみると良いという傾向が確かに見られるの

ですが、小学校、中学校で変化をみると、小学

校の時より、中学校の方が下がり気味で、特に

質問紙調査の生活の様子などの質問に対する

回答を見ると、自己肯定感では、小学校より下

がっているのが気になります。調査の結果に対

するコメントにありますように、学習に対する

意欲を高めるということが、今後に向けて必要

であるとありました。そのような姿勢が各教科

の結果にも反映されていくのは確かだと思い

ますので、そのような視点でも気をつけて目を

配っていただきたいと思います。 

  

■学校教育課長 

 委員のおっしゃるとおり、質問紙の調査は、

全国的にみても、小学校に比べて、中学校が下

がっています。「自分には良いところがありま

すか」という質問は、全国的には７ポイント、

三沢市では下がり方がもう少し大きくなって

おります。これは、いわゆる、中一ギャップ等

と言われるようなことも影響していると考え

られますので、今後は、中学校がそのことを意

識して取組むとともに、小学校でも中学校に向

けてそのギャップを減らすように、例えば、小

学校の段階から、教科ごとの教科担任制の導入

を少しずつ取り入れていくなど、小学校から中

学校へのギャップを減らしていくように、今年

は学校訪問を利用してお願いしておりました。 

 また、このような項目に関わることが不登校

などと結びつくこともあり得ますので、少しで

も「自己肯定感」を高められるように、子供の

主体的な活動を活かして取り組むよう学校へ

お願いしておりました。  

  

■冨田教育長 

 補足しますと、どうしても、注目が教科の数

値に行きがちですが、質問紙調査を大事にして

いこうということで、保護者にも生活習慣や学

習習慣を大事にしていくようにお話していま

す。以前は、ばらつきがありましたが、ここ数

年は、大分全国平均に近づいてきています。 

 継続して大事にして行きたいと思います。 

 

 その他、ございますか。 

 （「なし。」との声あり） 

 それでは、ないようですので、報告第６号 

令和元年度全国学力・学習状況調査の結果につ

いての報告は終わりといたします。 

 

 

                   

○日程第７ その他 

 

■冨田教育長 

続いて、その他に移ります。 

 各課で委員にお知らせする事項を取りまと

め、お手元に配付しておりますので、順にご説

明願います。教育総務課よりお願いします。 

  

■教育総務課長 

 令和元年三沢市議会第２回定例会日程につ

いてお知らせいたします。 

 ８月２９日木曜日が招集告示となっており

ます。議会開会は９月９日月曜日、一般質問は

９月１２日木曜日と９月１３日金曜日、特別委

員会は９月１７日火曜日が決算審査、９月１８

日水曜日が予算審査と条例等審査で、議会閉会

は９月２０日金曜日となっております。 

 以上でございます。 

  

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 続きまして、学校教育課お願いします。 
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■学校教育課長 

 上北地方中学校英語弁論大会について、お知

らせいたします。 

 ９月６日金曜日、１３時から、場所は三沢市

国際交流教育センターで行われます。先日もお

知らせいたしておりましたが、この大会は、明

日開催される、東部地区中学校英語弁論大会の

上位者が、本日お知らせしました大会に進むと

いうことになっております。 

 以上でございます。 

 

■生涯学習課長 

 生涯学習課からは、第１７回あおもり教育の

日推進大会三沢大会のお知らせでございます。 

 別紙資料をご参照願います。 

 この大会は、県民挙って教育の大切さを考え、

尊重し、本県教育の一層の振興を期することを

目的に県内６地区を持ち回りで実施しており

ます。 

 １０月２６日土曜日の１２時３０分から国

際交流教育センターで開催され、主催は、あお

もり教育の日推進協議会で、協議会の構成は県

退職校長会、県ＰＴＡ連合会等であり、三沢市

と教育委員会は共催となっております。 

 大会の内容としましては、歓迎アトラクショ

ンとして、浜三沢駒踊り保存会の皆さまにより

ます演技、市内中学生２名の意見発表、三沢市

連合ＰＴＡなど、３団体の活動発表、最後に岡

三沢神楽保存会の山本氏による講演がござい

ます。 

 教育委員の皆様には、案内が届きますのでよ

ろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございました。 

 各課から事業についての説明をしていただ

きましたが、ただ今の説明に対しまして、委員

からご質問・確認等はございますか。 

 （「なし。」との声あり） 

 ないようですので、その他については終わり

といたします。 

 最後に、委員の皆様から確認したいことや感

想等をお願いします。 

  

■本江委員 

 夏休みも終わり、２学期に入りましたが、三

沢まつりや夏休みの子供たちの様子など、市内

やジャスコなどを巡回しておりましたが、以前

より、安心して子供たちの様子や動きを見てい

られました。各学校で、夏休み前の事前指導が

徹底されていると思いました。 

  

■黒沢委員 

 夏休み明けの初日に、小学校の交通安全指導

に参加しましたが、子供たちに「宿題どうだっ

た」と聞いたら、「大変だったけど、全部でき

たよ」と返事が返ってきました。数年前から実

施している「なつやすみ宿題おたすけ塾」に参

加した子供が、「今年は宿題全部できたよ」と

胸を張って学校に行けたら良いと思いながら、

子供たちとの会話を楽しみました。 

 自分自身が、宿題をきちんとやれる小学生で

なかったので、子供の時は、毎年登校日にどう

やって先生にごまかそうかと思って登校して

いた嫌な想いを今でも思い出します。そのよう

なことで、「なつやすみ宿題おたすけ塾」の効

果や子供たちが、笑顔で胸を張って登校でき、

先生方も子供たちのその思いに気付いて、「良

く頑張ったね」と言えた登校初日であったら良

いと思いました。 

 また、多くの保護者の方々が、交通安全指導

に参加しており、三沢市は、地域の繋がりがあ

り、地域の子供たちを自分たちの子供のように

宝物として大切にしてくださっていると感じ

ました。「なつやすみ宿題おたすけ塾」もその

ような効果が表れていたら良いと思いました。 
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■相沢委員 

 給食だよりをホームページでみましたが、相

変わらず、工夫がされていて、バラエティー豊

かなメニューになっており努力が伺えました。 

 残食についての掲示もありましたが、残食が

出るのはやむをえないことと思います。ただ、

材料費の高騰等もありますことから、残食を減

らす努力もしているとは思いますが、今まで、

残食が減っているのか、増えているのかという

ことも気になりました。今後も減らすためには

努力が必要だと感じました。 

 市内を車で走っていると、鶏や豚を積んでい

る車を見ますが、それを見る度に、食育につい

ても考えます。給食の前には「いただきます」

と言って食べますが、その「いただきます」の

意味を子供たちがどの位感じて食べているの

か気になります。食育については、色々なアプ

ローチの仕方があると思いますが、「いただき

ます」の意味を改めて、子供たちに実感して貰

えるようなことを学校でもやって貰えれば残

食の減少に繋がると思いますので、参考にして

いただけたらと思います。 

  

■立花委員 

 いつも心配するのが、長期休みの後、黒沢委

員も宿題のことに触れていました。新聞にも掲

載されていましたが、９月に入った頃に、自殺

する子供が多いとのことです。今は、宿題等も

強制的ではないと聞いていますので、万が一に

も、自ら命を絶つということがないよう指導を

十分にお願いします。 

 一昨日、県の防災訓練に参加しましたが、北

部の中学校と１２町内の合同の訓練が初めて

行われました。中学生は、自転車班と歩き班と

が避難するということで、時間的なことでスケ

ジュール通りにはいきませんでしたが、炊き出

し訓練等もあり、平日ではありましたが、１５

０名程の沢山の参加者がありました。訓練では

本来、生徒たちが主体で炊き出しをする予定で

したが、北の子供たちはおとなしすぎて歯がゆ

さも感じました。訓練は、回を重ねる毎に子供

たちも大きな声を出して、地域の方と交流して

いけると思います。 

  

  

                  

○日程第８ 閉会 

 

■冨田教育長 

 その他、ございますか。 

（「なし。」と声あり） 

 ないようですので、暫時休憩といたしまして、

非公開審議のため、別室へ移動をお願いいたし

ます。 

 

 ９月定例会の日程についてですが、９月３０

日 月曜日 午後２時に開催したいと考えて

おりますが、いかがでしょうか。 

 （「異議なし。」との声あり） 

 それでは、９月定例会は、９月３０日 月曜

日 午後２時といたします。 

  

  

                   

 

 

暫時休憩  １３：４１ 

 

 

再  開  １３：４６ 

 

 

教育長室において、「議案第７号 令和元年

度三沢市文化賞等表彰候補者の選考について」

を審議し、原案のとおり承認された。 
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閉会  １４時１３分 

 

 

 

■会議録署名者 

 

 教育委員  立 花   肇 

 

 教育委員  相 沢 靖 恵 

 

 書  記  今 村 多美代 

  


